
沼

田

城

名
胡
桃
城

岩

櫃

城
サ
イ
バ
ー
補
導

警
察
官
ら
が
ネ
ッ
ト
を
巡
回

し
て
被
害
に
遭
い
か
ね
な
い
未
成
年
に
身
分
を
明

か
さ
ず
連
絡
を
取
り
、実
際
に
会
っ
て
注
意
、
指
導
す
る
手
法
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど
で
従
来
の
街
頭
指
導
だ
け
で
は

阻
止
が
難
し
い
と
し
て
、
２
０
１
３
年

月
か
ら
全
国
の
警
察

が
本
格
的
に
実
施
し
て
い
る
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や

交
流
サ
イ
ト
で
援
助
交
際
や
下

着
の
売
買
を
持
ち
か
け
る
書
き

込
み
を
し
た
な
ど
と
し
て
、
県

警
が
２
０
１
６
年
に
未
成
年
４

人
を
「
サ
イ
バ
ー
補
導
」
‖

‖
し
た
こ
と
が
６
日
、
県

警
の
ま
と
め
で
分
か
っ
た
。
全

国
の
警
察
が
本
格
的
に
取
り
組

み
始
め
た

年
以
降
で
最
多
だ

っ
た
。
全
国
的
に
も
増
え
て
お

り
、
有
識
者
は
、
非
行
の
恐
れ

が
あ
る
未
成
年
を
被
害
に
遭
う

前
に
的
確
に
指
導
で
き
る
と
評

価
す
る
。

県
警
少
年
課
に
よ
る
と
、
内

訳
は

歳
以
上
が
３
人
、

歳

未
満
が
１
人
。
い
ず
れ
も
援
助

交
際
が
目
的
だ
っ
た
。

県
内
で
の
サ
イ
バ
ー
補
導
は

年
は
な
く
、

、

年
は
各

１
人
だ
っ
た
。

年
は

歳
未

満
で
援
助
交
際
を
、

年
は

歳
以
上
で
下
着
の
売
買
を
目
的

と
し
て
い
た
と
い
う
。

同
課
は
「
交
流
サ
イ
ト
を
利

用
さ
せ
な
い
こ
と
を
周
知
す
る

講
習
会
や
、
利
用
者
を
水
際
で

守
る
サ
イ
バ
ー
補
導
を
組
み
合

わ
せ
て
、
引
き
続
き
被
害
防
止

に
取
り
組
む
」
と
す
る
。

子
ど
も
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
問
題
に
詳
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

青
少
年
メ
デ
ィ
ア
研
究
協
会

（
前
橋
市
）
の
下
田
太
一
理
事

長
は
「
取
り
締
ま
る
手
法
と
し

て
の
サ
イ
バ
ー
補
導
は
有
効
」

と
評
価
す
る
。
補
導
が
増
え
て

い
る
背
景
に
、
サ
イ
ト
を
使
う

未
成
年
が
多
い
こ
と
が
あ
る
と

指
摘
。
「
家
庭
や
学
校
が
援
助

交
際
な
ど
を
し
よ
う
と
思
わ
せ

な
い
よ
う
に
し
な
い
と
、
根
本

的
な
解
決
に
な
ら
な
い
」
と
説

明
し
て
い
る
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、
サ
イ
バ

ー
補
導
さ
れ
た
全
国
の
未
成
年

は

年（

月
か
ら
本
格
実
施
）

に
は
１
９
７
人
だ
っ
た
が
、

年
は
５
０
１
人
、

年
は
６
６

６
人
、

年
は
８
６
２
人
と
急

増
し
て
い
る
。

サ
イ
バ
ー
補
導

増
加

県
内

全
国

16
年
最
多

援
助
交
際
が
目
的
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▽
３
日
に
病

死

し

た

警

察

犬
、
プ
リ
ム
ス

・
フ
ォ
ン
・
レ

ー
ベ
ン
号
の
お

別
れ
会
が
６
日
、
前
橋
市
の
県

警
鑑
識
科
学
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
た
。
鑑
識
課
員
ら

人
が
共

に
働
い
た
仲
間
と
の
別
れ
を
惜

し
み
、
祭
壇
に
献
花
し
た

写

真
。▽

佐
伯
和
則
セ
ン
タ
ー
長
は

「
優
れ
た
嗅
覚
で
昼
夜
を
問
わ

ず
果
敢
に
追
跡
し
、
係
員
を
引

っ
張
っ
て
く
れ
た
」

と
弔
辞
を
読
み
上
げ

た
。
３
年
連
れ
添
っ

た
警
察
犬
係
の
中
村

紀
夫
警
部
補
は
「
び

し
っ
と
働
く
が
普
段

は
甘
え
ん
坊
。
レ
オ

（
愛
称
）
が
い
な
き

ゃ
俺
の
仕
事
は
で
き

な
か
っ
た
」
と
涙
な

が
ら
に
悼
ん
だ
。

▽
プ
リ
ム
ス
号
は

在
任
３
年
間
で
４
０

０
回
以
上
出
動
し
、

行
方
不
明
事
案
な
ど

で
手
柄
を
上
げ
た
。

自
然
や
歴
史

感
じ
て
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三名城ウオーク

自
然
や
歴
史
を
感
じ
な

が
ら
沼
田
城
址
や
名
胡
桃

な

ぐ

る

み

城
址
、
岩
櫃
城
址
な
ど
の

真
田
氏
ゆ
か
り
の
地
を
巡

る
「
上
州
真
田
三
名
城
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
２
０
１
７
」

が
５
月

、

の
両
日
、

沼
田
、
み
な
か
み
、
東
吾

妻
の
３
市
町
で
開
か
れ

る
。

日
は
沼
田
市
の
沼
田

公
園
を
午
前
９
時
半
に
出

発
。
名
胡
桃
城
址
（
み
な

か
み
町
）や
小
川
城
址（
同

町
）
な
ど
を
散
策
し
、
午

後
２
時

分
ご
ろ
、
Ｔ
Ｅ

Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
沼
田
に
到
着

す
る
全
９
・
２
㌔
の
コ
ー

ス
。

日
は
、
午
前
９
時

分
に
東
吾
妻
町
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を
出
発

し
、
岩
櫃
城
址
の
ほ
か
、

平
沢
登
山
口
観
光
案
内
所

や
不
動
滝
な
ど
を
回
り
、

約
７
・
１
㌔
の
道
の
り
を

歩
く
。

参
加
費
は
高
校
生
以
上

２
５
０
０
円
、
小
中
学
生

１
５
０
０
円
で
幼
児
無

料
。
両
日
参
加
も
可
能
。

希
望
者
は

日
ま
で
に
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
上

毛
新
聞
社
営
業
局
「
上
州

真
田

三
名
城
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
２
０
１
７
」
係
に
申

し
込
む
。
問
い
合
わ
せ
は

同
局
（
☎
０
２
７
・
２
５

４
・
９
９
４
５
）
へ
。
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関
越
道
上
り
線
は

最
長

㌔
渋
滞
予
測

Ｇ
Ｗ
の
高
速
道

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
は
６
日
ま

で
に
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

（

日
〜
５
月
７
日
）
期
間
中

の
高
速
道
路
の
渋
滞
予
測
を
発

表
し
た
。
上
下
線
と
も
に
後
半

期
間
に
渋
滞
が
集
中
す
る
見
込

み
。
関
越
道
上
り
線
は
５
月
５

日
午
後
５
時
、
高
坂
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
付
近
を
先
頭
に
最
長

㌔
の
渋
滞
が
発
生
す
る
と
し
て

い
る
。

県
内
の
主
な
渋
滞
予
測
地
点

は
、
関
越
道
下
り
線
・
藤
岡
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
（
同

３
日
午
前

時
、最
長

㌔
）、

上
信
越
道
上
り
線
富
岡
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）
付
近
（
同

４
日
午
後
５
時
、
同

㌔
）
、

上
信
越
道
上
り
線
の
藤
岡
Ｊ
Ｃ

Ｔ
と
下
仁
田
Ｉ
Ｃ
付
近
（
同
５

日
午
後
３
時
、同

㌔
）な
ど
。

同
社
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
渋
滞
情

報
を
提
供
し
、
渋
滞
の
ピ
ー
ク

を
避
け
て
利
用
す
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。

岩櫃城址のある岩櫃山‖東吾妻町郷原

沼田城址にある沼田公園‖沼田市西倉内町復元整備された名胡桃城址‖みなかみ町下津
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元

交

際

女

性

に

ス
ト
ー
カ
ー
容
疑

太
田
署
が
男
逮
捕

太
田
署
は
６
日
、
ス
ト
ー
カ

ー
規
制
法
違
反
の
疑
い
で
、
仙

台
市
青
葉
区
、
自
称
飲
食
店
従

業
員
、
吉
田
裕
紀
容
疑
者

を
逮
捕
し
た
。

逮
捕
容
疑
は
５
日
午
後
２
時

時

分
ご
ろ
か
ら
６
日
午
前
０

時

分
ご
ろ
に
か
け
て
、
東
毛

地
域
在
住
の
元
交
際
相
手
の
女

性

の
携
帯
電
話
に
、
通
信

ア
プ
リ
を
使
い
５
回
に
わ
た
っ

て
「
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
待
っ

て
る
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
信
す
る
な
ど
の
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
を
し
た
疑
い
。

同
署
に
よ
る
と
、
容
疑
を
認

め
て
い
る
。
吉
田
容
疑
者
が
女

性
に
電
話
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送

信
を
複
数
回
行
い
、
女
性
か
ら

相
談
を
受
け
た
同
署
が
昨
年
６

月
中
旬
、
口
頭
で
警
告
し
て
い

た
。中

之
条
で
震
度
２

６
日
午
後
７
時

分
ご
ろ
、

長
野
県
な
ど
で
震
度
２
の
地
震

が
あ
っ
た
。気
象
庁
に
よ
る
と
、

震
源
地
は
新
潟
県
中
越
地
方
で

震
源
の
深
さ
は
約

㌔
。
地
震

の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）３
・
６
と
推
定
さ
れ
る
。

県
内
の
震
度
は
次
の
通
り
。

▽
震
度
２

中
之
条
▽
震
度

１

沼
田

渋
川

安
中

草
津

東
吾
妻

長
野
原

み
な
か
み

続日本100名城

日
本
城
郭
協
会（
東
京
都
）は
６
日
、
全
国
各
地
の
地
域
や
時
代
を
代
表
す
る
城
「
続

日
本
１
０
０
名
城
」を
発
表
し
た
。本
県
か
ら
は
沼
田
城
（
沼
田
市
）
、
名
胡
桃

な

ぐ

る

み

城
（
み

な
か
み
町
）
、
岩
櫃
城
（
東
吾
妻
町
）
が
名
城
入
り
を
果
た
し
た
。
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
で
脚
光
を
浴
び
た
真
田
氏
ゆ
か
り
の
三
つ
の
城
で
あ
り
、
地
元

か
ら
は
「
３
市
町
連
携
の
弾
み
に
な
る
」
「
ド
ラ
マ
に
続
き
、
注
目
さ
れ
る
」
と
喜
び

の
声
が
相
次
い
だ
。

連
携
に
弾
み

３
市
町
歓
迎

同
協
会
は
本
県
の
３
城
に
つ

い
て
、
「
い
ず
れ
も
歴
史
の
表

台
に
登
場
し
た
名
城
」
と
評

価
し
た
。
沼
田
城
は
戦
国
武
将

が
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
た
北
関

東
の
要
衝
で
「
河
岸
段
丘
を
利

用
し
た
堅
固
な
守
り
の
優
れ
た

城
」
と
指
摘
。
名
胡
桃
城
は
豊

臣
秀
吉
の
天
下
統
一
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
城
で
「
歴
史
の
転

換
点
を
つ
く
っ
た
」
、
岩
櫃
城

は
「
滅
亡
直
前
の
武
田
勝
頼
を

迎
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
歴

史
に
名
を
残
し
た
」
と
選
定
理

由
を
説
明
し
た
。

真
田
丸
効
果
で
観
光
客
を
大

幅
に
伸
ば
し
た
「
真
田
の
城
」

の
あ
る
３
市
町
関
係
者
は
、
新

た
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
〝
称
号
〞
を
歓
迎
す
る
。
沼

田
城
址
の
発
掘
調
査
を
進
め
る

沼
田
市
の
横
山
公
一
市
長
は

「
３
城
が
同
時
に
選
ば
れ
た
こ

と
は
、
連
携
イ
ベ
ン
ト
へ
の
弾

み
に
な
る
」
と
喜
ん
だ
。
天
守

の
再
建
運
動
を
展
開
す
る
沼
田

城
を
造
る
会
の
大
島
崇
行
会
長

も
「
県
民
の
築
城
へ
の
機
運
が

高
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

名
胡
桃
城
址
の
あ
る
み
な
か

み
町
の
岸
良
昌
町
長
は
「
地
元

で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
城
が
選

ば
れ
て
う
れ
し
い
」
と
声
を
弾

ま
せ
、
城
址
の
環
境
保
全
に
務

め
る
名
胡
桃
城
址
保
存
会
の
高

橋
光
興
会
長
は
「
今
後
も
地
道

に
活
動
し
て
、
城
を
次
代
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

「
真
田
丸
に
続
き
、
町
の
シ

ン
ボ
ル
が
注
目
さ
れ
れ
ば
、
活

性
化
に
つ
な
が
る
。
よ
り
一
層

Ｐ
Ｒ
を
図
り
た
い
」
と
力
を
込

め
る
の
は
岩
櫃
城
の
地
元
、
東

吾
妻
町
の
中
沢
恒
喜
町
長
。
町

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
の
山
野
彊
会
長
も
「
さ
ら
に

大
勢
の
観
光
客
が
期
待
で
き

る
。
み
な
か
み
町
や
沼
田
市
の

ガ
イ
ド
な
ど
と
も
連
携
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

協
会
は
２
０
０
６
年
、
金
山

城

太
田
市

と
箕
輪
城

高
崎

市

を
含
む

日
本
１
０
０
名

城

を
発
表

今
回
は
そ
の
選
定

か
ら
漏
れ
た
も
の
や

１
０
０

名
城
と
同
様
の
歴
史
的
価
値
が

あ
る
も
の
を
選
ん
だ
と
い
う
。
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